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湖国が滋る・水と緑の街づくり
公益社団法人

　大戸川（旧牧）発電所は信楽山地に建設された水力発電所で、滋賀県の電気事業の発展
に大きく寄与した。およそ百年にわたり安定して電力を供給し続けている滋賀県では現存最
古の発電所。明治42年６月より牧発電所の建設に着手、明治44年１月、出力1600kwで運転
を開始。旧志賀町から栗東・野洲までの電力をまかなった。
　赤レンガ造りで随所に装飾があり温かみのあるこの建物は、部分的に補修する程度で保存
され、100年近い歳月を感じさせないモダンな雰囲気を保っている。土木学会選定「現存す
る重要な土木遺産2800選」Aランクに選定されている。
　赤レンガの発電所本館と水路は建設当時のままで、大戸川沿い４kmにわたって大自然景
観に同化し、梅や桜の季節には見事な風情を醸し出している。屋根付近の洒落た装飾、窓
の大きさや位置等にきめの細かい工夫が見られる。

関西電力大戸川発電所（大津市）
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・中部建築賞2014が発表されました
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・滋賀県建築住宅センターからの
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・２月の暦

・残しておきたい滋賀の建築 第10回
 関西電力大戸川発電所
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奨励賞　滋賀県立八幡工業高等学校

高校生の「建築甲子園」報告

奨励賞　滋賀県立八幡工業高等学校

まちづくり委員会

　「高校生の『建築甲子園』」で、八幡工業高校の生徒が手掛けた「安土城  信長が愛した地～今、蘇る 楽市楽座～」
が奨励賞を頂きました。滋賀県は、建築甲子園が始まって５年連続で参加しています。今後も県内の高校生の頑張り
に期待し、応援していきたいと思います。
　詳細は、日本建築士会連合会ホームページに掲載されていますので是非ご覧ください。

～推薦作品評～
　過去４年間の全国高校生「建築甲子園」で滋賀県代表は、第１回の安曇川高校の「わたしのまちの油田－かばたのある地域のくらし」
の優勝から、同じく第２回の安曇川高校の「地産地消長屋の最初の一軒」準優勝、そして第３回「外来魚。～新しい地域のくらし～」
準優勝、第４回「中山道」奨励賞と連続して優秀な成績を修めることができました。
　その中で高校生の「建築甲子園」で何が求められているのかを、もう一度問い直してみる必要があると思われます。
　設計競技、いわゆるコンペでは、一目で読み取れる表現（インパクトを与える文字や図など）が重要なのは当然です。前回までの
作品でも言えますが、審査で毎回話題にあがるのは、次の
　①提案がはっきりしない。(言いたいことを盛り込みすぎて、何を言いたいのかはっきりしないことが見られる)
　②場所とその関係がはっきりしない。（しっかりした調査や分析し、問題点を探る必要がある）
　③今必要とされていることをしっかりと掴んだ、空間の構成がなされていない。（景観は当然、今の時代にあった空間を表現する）
　であり、これは全国の審査委員会でも同様な報告がされております。また全国審査委員の一人は、時間をかけてじっくり採点でき
ないことから、特にインパクトの大切さが問われると述べておられ、同時に、空間を表現する方法にパースなどいろいろな方法があ
りますが、「イメージや力量」が伝わる表現方法として「断面図」が大切だとも述べておられます。もう一度提案方法を考えてみる必
要があろうかと思います。
　さて、今年度の滋賀県の推薦作品は「信長が愛した地～今、甦る　安土城・楽市楽座～」となった、安土といえば安土城跡・古い
町並みそして湖、全国誰もが知る町であり、滋賀県ならではの面白い取り組みが出来るといえよう。ただ全国大会の上位を目指すた
めには、やはり提案へのインパクトや絞り込みの工夫が必要であろう。今回の作品は、その意味で何故安土をテーマとしたか、安土城・
楽市楽座・町並み・船着き場等とそれに伴う、新たな建築の提案などを関連づける工夫がもっと見られば良かったのではないか。また、
今この街で必要とされる空間構成と提案との関わりや、回りの建築の調和や関係、そして建築そのものの利便性などの配慮に、やや
不満を感じざるを得ない。しかし、提案の中の枝葉の一つ一つの分析やそれを形に表した模型の写真、パース等応募者の努力は見る
べきものがあり、全国での上位入賞も期待している。
　来年度以降、高校の学科改変などで建築関係学科の消滅などもあり、応募数減少が心配されるが、もう一度原点に立ち返り、前記
留意点を満足されるような多くの作品を期待したいと思っている。� 審査員　岡野　睦
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第６回「未来の家」「未来のまち」子ども立体作品展と
第８回「建築士」フェスティバルのお知らせ

　県内幼稚園の方々、各関係者の皆様にご協力いただき、ご好評いただいている「未来の家」「未来のまち」子供
立体作品展は第６回を開催させて頂くこととなりました。
　今回はビバシティ彦根にて開催いたします。
　また、今回も第８回「建築士」フェスティバルを同時開催とし、より一層、滋賀県民の皆様に、（公社）滋賀県建
築士会の存在をアピールすると共に建築士の役割を知って頂きたいと思います。

まちづくり委員会

第６回｢未来の家｣「未来のまち」子ども立体作品展
　平成27年２月21日㈯～22日㈰
　午前10：00から午後５：00まで
　ビバシティ彦根　２階研修室（１）（２）

第８回｢建築士｣フェスティバル�
　平成27年２月21日㈯
　午前10：00～午後４：00まで
　ビバシティ彦根　1階センタープラザ及びセンターモール

専攻建築士の改正のお知らせと更新申請のお願い
　専攻建築士制度が改正さました。
　主な改正点
　　①審査、認定の時期の一元化（全国統一）
　　②新規申請の認定要件の簡素化
　　③更新申請の認定要件の簡素化（CPD単位のみの確認）
　　④専攻建築士管理システムの導入（更新申請作業のWEB化）
　　⑤更新費用の値下げ（領域数に関係なく9,000円）
　今回より導入される専攻建築士管理システムでは、皆様がお持ちのCPD番号とパスワードを使用し、システムにアクセ
スし更新申請することで、今までの煩雑な書類作成をすること無く、画面上での登録内容確認、及び追記作業で更新
申請することが可能となりました。また、今までの講師経験や講師をすることが可能な得意分野を登録して頂くことで、
全国の建築士会で企画・実施される講習会やセミナー等の講師候補リストとして登録されます。
　専攻建築士の有効期間が切れてしまっている方も、更新申請は可能です。
　是非、この機会に専攻建築士の更新申請をお願いします。

【専攻建築士管理システムについて】
　下記のURLから専攻建築士管理システムにアクセスしてください。
　URL�https://kenchikushikai-cpd.jp/senkou/login.php
　ログイン画面にて、CPD番号とパスワードの入力し、「ログイン」ボタンをクリック

継続能力開発委員会

ログイン画面
■CPD�番号（11桁）

■パスワード
CPDシステムにて設定したパスワード
と同じものになります。

※詳しい更新方法につきましては、滋賀県建築士会事務局までお問い合わせください。
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Doシリーズ
No.67

女性委員会

まちづくりから学ぶ ～草津市『niwa＋』～
３単位

　草津市が進める「草津市中心市街地活性化基本計画」のリーディング事業として、JR草津駅・東口前に、商業施
設『niwa+』（ニワタス）が昨年７月にオープンしました。未利用であった約1600㎡の市所有地を、草津市が緑地広
場を整備し、第三セクター・草津まちづくり株式会社が店舗を建設するという官民連携の事業です。草津市駅前と 
商店街とがつながるまちづくりへの思いや、草津市と草津まちづくり株式会社が展開する今後の関わりを学びたいと 
思います。この研修を通して、建築士としての視野が広がり、職域の拡大のきっかけとなればと企画しました。
多数のご参加をお待ちしております。

開 催 日 時：平成27年３月７日㈯　13：00～16：00
内　　　容：13時～　　　　　　受付　草津市役所５F 502会議室
　　　　　　13：20～14：20　　講演
　　　　　　　　　　　　　　　　草津津市役所都市計画部まちなか再生課まちなか再生グループ　
 グループ長　高谷　直也氏
　　　　　　　　　　　　　　　　草津まちづくり株式会社 マネージャー　広瀬　今日子氏
　　　　　　14：30～16：00　　視察研修
　　　　　　　　　　　　　　　　・草津市商店街から草津市駅前『niwa+』まで町歩き
　　　　　　　　　　　　　　　　・「ミソラ　テラス　イタリー」にてオーナーを交えての意見交換会
募 集 人 数：30名
見 学 場 所：草津市商店街周辺及びJR草津駅・東口前『niwa＋』
参　加　費：会員　￥500　　会員外　￥1000
ＣＰＤ単位：３単位
申込締切日：平成27年２月18日㈬まで
※お車でお越しの方は草津市市役所駐車場をご利用ください。

会員/会員外 お　名　前 当日連絡先（携帯TEL） CPD番号 FAX又はメールアドレス

女性委員会　DoシリーズNo.67　まちづくりから学ぶ ～草津市『niwa＋』～　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※取得した個人情報は、DoシリーズNo.67 の事業以外には使用しません。
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平成27年�建築関係合同年賀会が開催されました
開 催 日：平成27年１月９日㈮
開催場所：大津プリンスホテル
参加団体：（公社）滋賀県建築士会
　　　　　（一社）滋賀県建築士事務所協会　（幹事）
　　　　　（一社）滋賀県建築設計家協会
　　　　　滋賀県建築設計監理事業協同組合　
　　　　　（公社）日本建築家協会近畿支部滋賀地域会

　平成27年１月９日㈮に大津プリンスホテル　コンベンションホール「淡海」にて、「平成27年建築関係五団体合同
年賀会」が、ご来賓を含め170余名の参加者で開催されました。

渉外事業委員会

中部建築賞2014が発表されました
　本会が構成員として加盟する中部建築賞協議会が主催する第46回中部建築賞2014が発表されました。
　受賞者は下記の通り。滋賀県からは守山市水保「琵琶湖のエコトーンホテル／風の音　ヤンマーマリーナ
ホテル セトレマリーナびわ湖」が入賞されました。

琵琶湖のエコトーンホテル／
風の音　ヤンマーマリーナホテル セトレマリーナびわ湖

　建築主　セイレイ興産株式会社
　　　　　　取締役社長　山岡　健人
　設計者　芦澤竜一建築設計事務所
　　　　　　芦澤　竜一
　施工者　戸田建設株式会社

　琵琶湖大橋近くのマリーナの一郭にあるホテルである。周辺は新興の住宅やロードサイド店舗が立地する雑然とした風景が拡がり、
湖岸に迫ってきている。エコトーンの名は、このような中で、湖から陸にかけて次第に様相を変え、豊かに生物を育んでいく環境の
再生を強く意識したことによる。ホテルと湖岸との間には内湖を模したビオトープがあり、山側には記念植樹スペースが拡がる。結婚
式を挙げた人たちの植樹によって、ここはやがて雑木林になっていくという。
　両端のコアを折板構造のスラブで繋ぎ、長辺方向を開放する単純な構造であるが、上階のセットバック、平行ではない構造壁、
出入りする庇、山形の屋上などによって、形態は不整形となり、無機的な規則性は退けられている。両端コア部分の淡褐色のドイツ
壁、庇や屋上の緑の被覆によって、建築は堆積した丘のようにも見え、それ自身が風景の一部となっている。
　内部壁には様々な仕上げの土の壁と板壁が併用されている。三和土床、板床とあいまって、手仕事のうかがえる暖かい素材感は、
コンクリート打ち放しの折板天井など、硬質の構造躯体と好対照をなしている。
　客室から廊下には風が通り抜ける。結婚式などの行われる別棟のホールは、通り抜ける風がホール上部の弦を振るわせ、ホール
を楽器に変える計画がなされ、屋内は葦のそよぐ湖岸の風景と一体となっている。
　このホテルの美質は、土地のヴァナキュラーな素材を巧みに取り入れ、血の通った建築を実現させたことにある。ありふれた土地
の土や緑、風が建築として結実し、湖水や山並みの風景が一層魅力あるものとして迫ってくる。風土と建築の関係の可能性について、
正面から取り組んだ建築であり、建築のあるべき方向性の一つを示すものとして評価される。� （菅原　洋一）
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ポリテクカレッジからのお知らせ

特別講座のご案内
コース名 受講料 定員 実施日 講習時間帯

建設関連工事における電子納品について 無料 10 平成27年３月５日㈭ 13：00～16：00
内　　　容：電子納品実践演習（DocuWorks活用による電子文書と紙文書の一元管理）他
使用機器等：PC、各種ソフト：文書作成等（Office）、図面等（CAD）、電子納品（DocuWorks）

平成27年度�能力開発セミナー�のご案内
コース№ コース名 受講料 定員 実施日 講習時間帯
CH011 木造住宅における壁量計算技術 ¥6,500 12 ７/８,�15 ９：30～16：30
CH021 木造住宅における性能表示（構造の安定編） ¥6,500 12 ９/２,�９ ９：30～16：30
CH031 パッシブソーラー建築設計の実践技術 ¥6,500 12 10/14,�21 ９：30～16：30

CH041 木造住宅における結露防止を考慮した断
熱・気密設計法 ¥7,000 12 ８/18,�19 ９：30～16：30

CH051 RC造積算実践技術 ¥10,600 12 ９/26,�10/３ ９：30～16：30
CH061 福祉住環境実践技術 ¥7,500 12 10/18,�25 ９：30～16：30

CH071 建築設計におけるリアリスティックプレゼ
ンテーション技術 ¥10,100 12 ５/20,�６/３,�６/17 13：00～17：00

CH081 建築計画実践技術 ¥20,300 24 ８/７,�８,�21,�22 ９：30～16：30
CH091 ネットワーク工程管理実践技術 ¥7,000 12 ５/14,�15 ９：30～16：30

☆すべてCPD認定プログラム12単位申請コースです
☆詳細は、当校ホームページ右下の「能力開発セミナーのご案内」をクリック!!
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滋賀県建築住宅センターからの説明会のご案内
　下記のとおり説明会を開催しますので、建築確認申請に携わる設計者の皆様をはじめ、事業者の皆様にも是非、 
ご参加いただきますようご案内申し上げます。
 主催：（一財）滋賀県建築住宅センター
◆説明会の内容
⑴建築基準法の改正
　「建築基準法の一部を改正する法律」が平成26年６月４日に公布され、平成27年６月より施行される予定であり、
その木造建築関連基準の見直し、構造計算適合性判定制度の見直し、指定確認検査機関等による仮使用認定事務
の創設、新技術の円滑な導入に向けた仕組み、容積率制限の合理化　等の説明です。
⑵省エネ住宅ポイント制度
　平成26年に閣議決定された「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」に盛り込まれた “省エネ住宅に関する
ポイント制度” についての説明です。
⑶センターの新たなサービスの展開
　おかげさまで、当センターは15周年を迎えることができ、さらに進化したセンターとしていくため、平成27年４月１日より、
新たなサービスをご用意しました。その内容について説明させていただきます。
（事前審査制度の導入、郵送受付の開始、確認済証・中間検査合格証・検査済証の郵送サービス、
「センター友の会」入会のご案内と検査予約サービス等の “会員限定のサービスメニュー” の紹介、新たな “ポイントカー

ドサービス” について）
◆開催地、日程、会場、定員

開催地 日　　程 時　間 会　　場 定員

大 津 会 場 平成27年３月12日㈭ 13:30～15:30
ピアザ淡海　203会議室（大津市におの浜１-１-20）
� TEL.077-527-3315

48名

近江八幡会場 平成27年３月９日㈪ 13:30～15:30
近江八幡市勤労者福祉センター（アクティ近江八幡）研修室
（近江八幡市鷹飼町南４丁目４-５）� TEL.0748-38-0758

45名

彦 根 会 場 平成27年３月10日㈫ 13:30～15:30
ひこね燦ばれす　会議室（彦根市小泉町648-３）
� TEL.0749-26-7272

60名

◆参加費　無料
　お申込みは、FAX 又は Eメール にて、開催日３日前までに滋賀県建築住宅センターまでお申込み下さい。
　（各会場、定員に達した場合、他の会場にご案内する場合がありますので、お早めにお申込みください。）

FAX：077－569―6561　　Eメール：event@zai-skj.or.jp

［お問い合わせ先］　（一財）滋賀県建築住宅センター　　TEL：077-569-6501　

センター主催の説明会　参加申込書

参 加 会 場
（希望される会場に○印を記入願います。）

大津会場　　・　　近江八幡会場　　・　　彦根会場

参 加 者 情 報

設計事務所名又は事業者法人名

TEL　（　　　　　　　　　　　　） FAX　（　　　　　　　　　　　　）

参　加　者　名

氏　名

氏　名

氏　名

※本申込みより取得した個人情報は、本説明会の事務に必要な範囲以外に使用しません。
※受講希望日の開催日前日までに、FAXにて受講確認票をお送りします。
※開催日当日、会場にて「センター友の会」入会の申込みを受け付けます。（特典あり）
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残しておきたい滋賀の建築
第10回 関西電力大戸川発電所

　田上から信楽に通じる県道16号線を大戸川に沿って進むと季節ごとに美しい景色を見ること

ができる。大戸川発電所はその道からは川の向こう岸に堂 と々した姿を確認できる。

　当時赤レンガは倉庫建築などに多用されていたものの、800kwの発電機2機を備える建屋とし

てはあまりにも質実で装飾も美しい。この発電所は未来を照らしだす夢の建築として建てられたこ

とがこの姿から想像できる。

20 金 友引 　

21 土 先負 第８回｢建築士｣フェスティバル
第６回｢未来の家｣「未来の
まち」子ども立体作品展
次年度予算検討ヒアリング22 日 仏滅

23 月 大安 　
24 火 赤口 女性委員会
25 水 先勝 四役会/理事会
26 木 友引 　
27 金 先負 　
28 土 仏滅 　

11 水 仏滅 　
12 木 大安 　
13 金 赤口 　
14 土 先勝 第10回ヘリテージマネージャー育成講座
15 日 友引 　
16 月 先負 　
17 火 仏滅 　

18 水 大安
第5回所属建築士定期講習会
第6回「未来の家」「未来のま
ち」子ども立体作品展審査会

19 木 先勝 　

1 日 赤口 　
2 月 先勝 　
3 火 友引 滋賀県応急危険度判定士認定講習会
4 水 先負 　
5 木 仏滅 情報広報委員会
6 金 大安 青年委員会

7 土 赤口 二級・木造建築士免許証明書交付式
青年建築士交流会

8 日 先勝 　
9 月 友引 　
10 火 先負 　

2月の暦

新入会員のご紹介 地　区 氏　　名

湖 東 久　田　真　弥
平成２６年度１２月理事会承認分

地区だより

高島地区委員会
見学研修会報告

　高島地区委員会では、昨
年11月24日～25日に、見学
研修旅行を開催しました。
　初日は、兵庫県芦屋市に
あるF. L. ライト設計、国指
定重要文化財・ヨドウコウ迎
賓館（旧山邑家住宅）の見学研修と、本州と淡路島を結ぶ
明石海峡大橋ブリッジワールドを体験しました。ヨドコウ迎賓
館は、参加者のほとんどが何度目かの来館でしたが、室礼
や納まりなど、新たな発見や感動があるようでじっくりと見学い
たしました。屋上のバルコニーからは紅葉した六甲の山 を々
眺めることが出来ました。
　世界最長の吊橋・明石海峡大橋では、橋の科学館で建

設技術について説明を受けた後、明石海峡大橋の管理路を
歩き、ケーブルを支える高さ300mの主塔までの未知なる世界
を体験しました。実際にこの吊橋工事に携わっておられた技
術者や職人さんが案内してくださったので、世界に誇る架橋
技術に対する当時も今も変わらない真摯な熱意や誇りを感じ
ました。300mの高さから眼下に延びていくメインケーブルは
命綱として力強く、美しい曲線を描いていました。
　翌日は、大阪市内へ移動し、二度付け禁止の串カツを頂
いて、通天閣に上り、あべのハルカス・ハルカス300からの大
阪平野を眺望するという地上300mを体験する研修となりまし
た。


